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４　保護者・地域の方々が教育活動を参観できる機会が年１２回以上 A　学校評価アンケート「ア」④「学校公開」肯定的評価　８０％以上

３　保護者・地域の方々が教育活動を参観できる機会が年９回以上 B　学校評価アンケート「ア」④「学校公開」肯定的評価　７０％以上

２　保護者・地域の方々が教育活動を参観できる機会が年６回以上 C　学校評価アンケート「ア」④「学校公開」肯定的評価　６０％以上

１　保護者・地域の方々が教育活動を参観できる機会が年６回未満 D　学校評価アンケート「ア」④「学校公開」肯定的評価　６０％未満

４　学校ホームページの更新が週３回以上 A　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　８０％以上

３　学校ホームページの更新が週２回以上 B　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

２　学校ホームページの更新が週１回以上 C　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　６０％以上

１　学校ホームページの更新が週１回未満 D　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　６０％未満

４　地域人材を活用した授業の実施が各学級年９回以上 A　学校評価アンケート「ア」①「地域人材」肯定的評価　８０％以上

３　地域人材を活用した授業の実施が各学級年６回以上 B　学校評価アンケート「ア」①「地域人材」肯定的評価　７０％以上

２　地域人材を活用した授業の実施が各学級年３回以上 C　学校評価アンケート「ア」①「地域人材」肯定的評価　６０％以上

１　地域人材を活用した授業の実施が各学級年３回未満 D　学校評価アンケート「ア」①「地域人材」肯定的評価　６０％未満

４　地域ボランティアへの参加が全校生徒の６割以上 A　学校評価アンケート「ア」②「地域と一体」肯定的評価　８０％以上

３　地域ボランティアへの参加が全校生徒の４割以上 B　学校評価アンケート「ア」②「地域と一体」肯定的評価　７０％以上

２　地域ボランティアへの参加が全校生徒の２割以上 C　学校評価アンケート「ア」②「地域と一体」肯定的評価　６０％以上

１　地域ボランティアへの参加が全校生徒の２割未満 D　学校評価アンケート「ア」②「地域と一体」肯定的評価　６０％未満

４　ねらいの提示、振り返りの設定が全授業の９割以上 A　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本」肯定的評価　８０％以上

３　ねらいの提示、振り返りの設定が全授業の８割以上 B　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本」肯定的評価　７０％以上

２　ねらいの提示、振り返りの設定が全授業の７割以上 C　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本」肯定的評価　６０％以上

１　ねらいの提示、振り返りの設定が全授業の７割未満 D　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本」肯定的評価　６０％未満

４　朝読書の実施が年１５０回以上 A　学校評価アンケート（生徒）「イ」③「読書」肯定的評価　８０％以上

３　朝読書の実施が年１３０回以上 B　学校評価アンケート（生徒）「イ」③「読書」肯定的評価　７０％以上

２　朝読書の実施が年１１０回以上 C　学校評価アンケート（生徒）「イ」③「読書」肯定的評価　６０％以上

１　朝読書の実施が年１１０回未満 D　学校評価アンケート（生徒）「イ」③「読書」肯定的評価　６０％未満

４　生徒一人一人のタブレット端末の使用が年１５０日以上 A　学校評価アンケート「イ」⑤「ＩＣＴ」肯定的評価　８０％以上

３　生徒一人一人のタブレット端末の使用が年１３０日以上 B　学校評価アンケート「イ」⑤「ＩＣＴ」肯定的評価　７０％以上

２　生徒一人一人のタブレット端末の使用が年１１０日以上 C　学校評価アンケート「イ」⑤「ＩＣＴ」肯定的評価　６０％以上

１　生徒一人一人のタブレット端末の使用が年１１０日未満 D　学校評価アンケート「イ」⑤「ＩＣＴ」肯定的評価　６０％未満

４　Qubenaの年間取組時間の平均が200時間以上 A　学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」肯定的評価　８０％以上

３　Qubenaの年間取組時間の平均が150時間以上 B　学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」肯定的評価　７０％以上

２　Qubenaの年間取組時間の平均が100時間以上 C　学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」肯定的評価　６０％以上

１　Qubenaの年間取組時間の平均が100時間未満 D　学校評価アンケート「イ」②「家庭学習」肯定的評価　６０％未満

４　いじめ防止をテーマにした授業の実施が各学級年５回以上 A　学校評価アンケート「ウ」①「子どもの人権」肯定的評価　８０％以上

３　いじめ防止をテーマにした授業の実施が各学級年４回以上 B　学校評価アンケート「ウ」①「子どもの人権」肯定的評価　７０％以上

２　いじめ防止をテーマにした授業の実施が各学級年３回以上 C　学校評価アンケート「ウ」①「子どもの人権」肯定的評価　６０％以上

１　いじめ防止をテーマにした授業の実施が各学級年３回未満 D　学校評価アンケート「ウ」①「子どもの人権」肯定的評価　６０％未満

４　情報モラルをテーマにした授業の実施が各学級年５回以上 A　学校評価アンケート「ウ」⑤「ネットマナー」肯定的評価　８０％以上

３　情報モラルをテーマにした授業の実施が各学級年４回以上 B　学校評価アンケート「ウ」⑤「ネットマナー」肯定的評価　７０％以上

２　情報モラルをテーマにした授業の実施が各学級年３回以上 C　学校評価アンケート「ウ」⑤「ネットマナー」肯定的評価　６０％以上

１　情報モラルをテーマにした授業の実施が各学級年３回未満 D　学校評価アンケート「ウ」⑤「ネットマナー」肯定的評価　６０％未満

４　規範意識をテーマにした授業の実施が各学級年５回以上 A　学校評価アンケート「ウ」②「きまり」肯定的評価　８０％以上

３　規範意識をテーマにした授業の実施が各学級年４回以上 B　学校評価アンケート「ウ」②「きまり」肯定的評価　７０％以上

２　規範意識をテーマにした授業の実施が各学級年３回以上 C　学校評価アンケート「ウ」②「きまり」肯定的評価　６０％以上

１　規範意識をテーマにした授業の実施が各学級年３回未満 D　学校評価アンケート「ウ」②「きまり」肯定的評価　６０％未満

４　上級生が下級生に模範を示す特別活動等の実施が年５回以上 A　学校評価アンケート（生徒）「生徒主体の活動」肯定的評価　８０％以上

３　上級生が下級生に模範を示す特別活動等の実施が年４回以上 B　学校評価アンケート（生徒）「生徒主体の活動」肯定的評価　７０％以上

２　上級生が下級生に模範を示す特別活動等の実施が年３回以上 C　学校評価アンケート（生徒）「生徒主体の活動」肯定的評価　６０％以上

１　上級生が下級生に模範を示す特別活動等の実施が年３回未満 D　学校評価アンケート（生徒）「生徒主体の活動」肯定的評価　６０％未満

４　運動に親しませる取組の実施が年１５日以上 A　学校評価アンケート「エ」①「運動スポーツ」肯定的評価　８０％以上

３　運動に親しませる取組の実施が年１２日以上 B　学校評価アンケート「エ」①「運動スポーツ」肯定的評価　７０％以上

２　運動に親しませる取組の実施が年９日以上 C　学校評価アンケート「エ」①「運動スポーツ」肯定的評価　６０％以上

１　運動に親しませる取組の実施が年９日未満 D　学校評価アンケート「エ」①「運動スポーツ」肯定的評価　６０％未満

４　保健体育の授業における体づくり運動の実施が全授業の９割以上 A　全国体力・運動能力、運動習慣等調査「総合評価」Ｂ以上　６０％以上

３　保健体育の授業における体づくり運動の実施が全授業の８割以上 B　全国体力・運動能力、運動習慣等調査「総合評価」Ｂ以上　５０％以上

２　保健体育の授業における体づくり運動の実施が全授業の７割以上 C　全国体力・運動能力、運動習慣等調査「総合評価」Ｂ以上　４０％以上

１　保健体育の授業における体づくり運動の実施が全授業の７割未満 D　全国体力・運動能力、運動習慣等調査「総合評価」Ｂ以上　４０％未満

４　基本的生活習慣に関わる委員会等の取組が年５回以上 A　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　８０％以上

３　基本的生活習慣に関わる委員会等の取組が年４回以上 B　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　７０％以上

２　基本的生活習慣に関わる委員会等の取組が年３回以上 C　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　６０％以上

１　基本的生活習慣に関わる委員会等の取組が年３回未満 D　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　６０％未満

４　臨場感のある避難訓練の実施が年５回以上 A　学校評価アンケート「ウ」④「安全意識」肯定的評価　８０％以上

３　臨場感のある避難訓練の実施が年４回以上 B　学校評価アンケート「ウ」④「安全意識」肯定的評価　７０％以上

２　臨場感のある避難訓練の実施が年３回以上 C　学校評価アンケート「ウ」④「安全意識」肯定的評価　６０％以上

１　臨場感のある避難訓練の実施が年３回未満 D　学校評価アンケート「ウ」④「安全意識」肯定的評価　６０％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A

取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B

取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C

取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

地域ボランティア活動や地域課題についての
学習を通して、社会の構成員として地域に主
体的に参画し、貢献しようとする生徒を育成す
る。

C

　成果指標評価基準

学校行事、昼休みの外遊び、部活動等、教育
活動全体を通して運動に親しませる。特に体
育祭に向けた取組の中で、集団で行う運動の
楽しさを味わわせる。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

・学校公開は多くの機会を設ける
ことができ、十分満足な成果が得
られた。
・学校から積極的に情報発信を行
い、保護者から高い評価を得られ
た。
・全校を挙げて外部人材の活用を
推し進め、学校と地域が協働して
教育活動を行うことができた。
・地域ボランティアに生徒は参加
するように変容しているが、目標数
にはまだ及ばない。保護者からは
一定の評価をいただくことができ
た。

学校の教育活動をより身近に捉えていただくた
めに、学校・保護者間連絡システムや学校
ホームページ等を活用し、学校の様子を積極
的に情報発信する。

A A

地域人材を積極的に活用し、本校の教育活動
に地域の方々が直接関わる機会を設けて学校
と地域が協働して子どもを育成する環境を整
える。

学校教育目標  　 　　共生　自立　貢献

○目指す学校像・・・・・・・・偏見、差別、いじめ、暴力がなく、優しさと思いやりにあふれた学校（共生）　生徒一人一人が自ら歩みを進めていく力を養う学校（自立）　多くの人と喜びや達成感を共有し、よりよい社会を築いていく学校（貢献）
○目指す児童・生徒像・・・自他の生命を尊重し、多様な価値観を認められる生徒（共生）　自ら考え判断し、たくましく行動できる生徒（自立）　社会性を身に付け、周囲の人と協働できる生徒（貢献）
○目指す教師像・・・・・・・生徒の人権を尊重し、生徒に寄り添い、生徒の自己実現を支える教師（共生）　自身の指導力を伸ばすために、向上心をもち研鑽を積み重ねる教師（自立）　豊かな人間性をもち、すべての教育活動で連携・協力でき
る教師（貢献）

保護者や地域との双方
向による連携体制の構
築

A A

重点目標の成果と課題　【成果】　「共生・自立・貢献」の教育目標を定めて二年目を迎えたが、教職員、生徒、保護者にはさまざまな機会に教育目標の内容を諸活動と結び付けて説明し、全校で教育目標を意識
した教育活動を展開することができた。生徒に地域貢献活動に積極的に取り組ませ、保護者・地域との連携を強化できたことは一番の成果である。キャリア教育については、国際理解・キャリアデザイン・地域貢
献の３本の柱を確立させることができた。　【課題】確かな学力の向上については、家庭とより連携して学習習慣の確立を図っていきたい。心を育てる教育については、特に情報モラルの面で取組を一層充実させ
なければならない。また、体力面を向上させる活動については質・量ともに内容の検討が必要である。

学校関係者評価の評価基準例
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社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

保護者や地域から信頼
される学校づくり

本校の教育方針・教育活動を保護者や地域の
方々にご理解いただくために、学校公開や保
護者会等を設定し、多くの方に学校の様子を
参観していただく。

豊
か
な
心
の
涵
養

規範意識を身に付けさせることを通して公共心
を高める。また、生徒の成長を積極的に認め
励ましていくことを通して自尊感情を高める。

C

B

A

健
や
か
な
体
の
育
成

生涯を通じて健やかに過ご
すための運動習慣・正しい
生活習慣を身に付けさせ、
丈夫な体とたくましい心を
育てるとともに、自助・共
助・公助の力を身に付ける
安全指導・安全教育を充実
する.。

体力向上に向けた取組
の推進

A

A

A

A

A

A

B

保健体育の授業を中心に体づくり運動を継続
的に行い、走る・投げる・跳ぶ力や柔軟性等を
バランスよく身に付けさせる。

信頼して子どもを任せら
れる安全・安心な学校

・あいさつの励行、時間厳守、適切な言葉遣
い、整えられた身だしなみを生活指導の重点と
して徹底し、生徒の基本的生活習慣を確立さ
せる。

臨場感のある避難訓練や、地震、浸水及び土
砂災害等の場面を想定した引き渡し訓練、集
団下校訓練を実施し、様々な非常事態の際の
対応力を身に付けさせる。

自分の考えを伝え、他人の
考えを理解するとともに、多
様性を尊重し、自分と共に
他者を大切にする意識・意
欲・態度を育てる。

円滑な社会生活に向け
ての人権尊重の理念に
基づいた指導

いじめは絶対に許さないという土壌をつくるた
め、朝会、学年集会、学級活動等の機会だけ
でなく日常のあらゆる場面で生徒に働きかけを
行う。

日常的な指導を通して公共の場でのマナーを
身に付けさせるとともに、道徳教育やセーフ
ティ教室の機会に情報モラルについての意識
を高めさせる。

生徒の自尊感情や自己
肯定感を高める指導 生徒主体の活動場面を多く作るとともに、学校

行事で上級生が下級生に模範を示す機会を意
図的に設け、望ましい人間関係の形成や集団
の在り方を考えさせる。

ＩＣＴの活用による生徒一
人一人の学力の向上

子どもが主体的に学ぶ授
業改革を進め、主体的・対
話的で深い学びを実現する
ことで、基礎的・基本的な知
識及び技能の確実な習得
と思考力、判断力、表現力
等とともに学び続ける力の
育成を図る。

学習課題やねらいの提示、振り返りとともに、
「価値ある対話の共有」を授業場面で意図的に
設定し、自ら学び、協働して課題を解決できる
生徒の育成を図る。

毎朝の読書活動を通して読書習慣を身に付け
させるとともに、書評についての意見交換を行
い、読書に親しむ態度を育成する。

タブレット端末を活用し、探究的、対話的、協働
的な学習による生徒の「課題発見力・解決力」
や「情報活用能力」を育む。

クラウド型学習支援コンテンツ、学習者用デジ
タル教科書等の活用の推進を通して、家庭と
協力して知識・技能の習得に向けた学習内容
の理解を深めさせる。

確
か
な
学
力
の
育
成

B
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・学習ドリルソフトQubenaの
年間取組時間は昨年度より
も増加した。ただし、そのこと
が学力向上にどの程度つな
がっているのかどうかを検証
する必要があると考える。
・ICTを利用した学習は効率
的ではあるが、使い方で学
習効果は異なると思われ
る。使用方法について今後
も教員は研究を推進していく
べきである。
・図書室の利用を促進する
には現在の昼休みだけでは
なく放課後の貸し出しも可能
にする環境を整えたほうが
よい。

・SNSの不適切な使用等、
ネット利用によるトラブルが
後を絶たない。学校による生
徒への指導だけでは不十分
であると考える。保護者への
啓蒙が重要であり、保護者
向けインターネット安全講習
などを現状より頻繁に行う必
要があるのではないか。
・ネットマナーの問題は基本
的な倫理観の問題が根幹に
あると考えられる。今後もい
じめ防止や規範意識向上を
テーマにした授業を推進して
いくことが大切である。

・運動に親しめている状況で
はあるが運動能力は投力を
中心に決して高くはない。体
育の授業の導入で毎回行っ
ている補強運動に投力向上
の運動を加えるなど、体育
の授業での工夫に期待して
いる。
・生徒、保護者アンケートか
らあいさつがしっかりできて
いるとわかるが、12月に実
施したNANNARUフェスタで
も来場者からお褒めの言葉
をいただいた。今後も引き続
き、あいさつを習慣として根
付かせたい。

A

A

Ｂ

生徒の学習意欲の向上

・学校公開は今年度並みの機会を
設定する。
・学校ホームページ等の活用につ
いては担当者を明確にして、今ま
でよりも一層の情報発信を行う。
・授業での外部人材の活用につい
ては、進路研究部を中心に３年間
を見通して積極的に行う。
・生徒の地域貢献活動について
は、年間で一度は参加するように
促し、地域に協力することの大切
さを継続して指導する。

・授業でのねらいの提示、振り返り
の設定は、確実に行われてきてい
る。保護者が実感できるような学
力の定着には至っていない。
・朝読書は年間を通じて計画的に
実施することができた。生徒はか
なり集中して朝読書に取り組んで
いる。
・タブレット端末は日々の学習活動
でよく活用されているが、その様子
が保護者には十分には届いてい
ない。
・Qubenaの取組時間は飛躍的に
増加しているが、家庭での学習習
慣の確立にまでは至っていない。

・授業でのねらいの提示、振り返り
の設定はかなり定着しているが、
校内研修等の機会に繰り返し徹底
を図る。各教科ごとに基礎基本の
定着を図るための方策を定めるよ
うにする。
・朝読書だけにとどまらず、魅力あ
る図書室に向けての取組を行い、
読書活動の充実を図る。
・タブレット端末を授業で活用して
いる様子が保護者にも伝わるよう
に、学年通信等を利用して情報発
信を行う。
・Qubenaを積極的に利用する期間
を各学期に１回程度設定し、家庭
と連携して取り組む課題に取り組
ませる工夫を行う。

・いじめ防止についてはさまざまな
場面で生徒が考える機会を設定し
ており、教員は生徒の人権を大切
にしながら指導にあたっている。
・情報モラルは学年により十分に
扱えなかった。保護者も課題があ
ると捉えている割合が比較的多
い。
・規範意識を高める取組は各学年
とも繰り返し行い、全体としてはき
まりを守る意識は醸成されている
が、指導が行き届かない場面もあ
る。
・上級生がよい手本となって、下級
生を引っ張る姿が学校生活の随
所に見られた。生徒が企画・立案
できる場面を多く設定することがで
きた。

・いじめだと認識していない言動が
いじめにつながる場合があること
を気づかせる指導を継続して行
う。
・各学年の学活の時間に意図的に
情報モラルを扱う内容を入れ込む
とともに、スマートフォンの使い方
について保護者にも注意喚起を随
時行っていくようにする。
・学校生活の中で問題となる行動
について対処する指導を行うだけ
でなく、具体例を示しながら予防的
な指導を行う機会を増やす。
・下級生は上級生を見習い、上級
生は下級生の手本となるように技
能を磨くというよい循環を活性化さ
せるため、他学年交流の機会を増
やす。

学校経営の重点　　（１）確かな学力の定着（２）心を育てる教育（３）健やかな体の育成（４）キャリア教育の充実・発展（５）特別支援教育の充実（６）生活指導の充実（７）不登校対策（８）保護者・地域との連携強
化（９）服務厳正の徹底（１０）教職員の心身の健康と力量形成

84

58

70

・地域ボランティア活動への
参加は、生徒にとって地域
貢献の意義を実感できる貴
重な機会であり、地域にとっ
ても地域の活性化につなが
る重要な取組である。次年
度も引き続き推進しつつ、さ
らに多くの生徒が参加するこ
とを期待している。
・外部人材の活用を積極的
に行うことができ、キャリア
教育の充実につながってい
ると評価できる。
・保護者アンケート結果か
ら、学校公開・ホームページ
の更新等、「開かれた教育
課程」は実現していると考え
られる。

そ
の
他

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要

D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

4

4

4

2

4

4

・生徒の委員会活動を中心に運動
に親しませる取組を数多く展開で
きた。より活発に運動を行わせる
ことが課題である。
・体育の授業では基礎的な運動能
力の向上に努めたが、確実な成果
には結び付けられていない。
・学校生活の環境を整えていく活
動を継続的に行うことができた。あ
いさつ等は次第によくできるように
なってきている。
・避難訓練を様々な場面を想定し
て実施し、危機管理意識を高める
ことができた。

4

4

3

4

4

88

93

62

83

・生徒が主体となって運動に親し
む機会をより多く設定し、自然に運
動したくなる工夫を施した取組を展
開していくようにする。
・特に投げる運動の数値が低いの
で、体育の授業の冒頭で行う体づ
くり運動の中に投げる動作を入れ
るようにする。
・あいさつの大切さを学校生活の
さまざまな機会で指導を重ねると
ともに、委員会活動を中心に生徒
主体の取組を増やし、あいさつが
習慣として身に付くようにさせる。
・避難訓練の場面想定について、
今まで以上にバリエーションをもた
せて、避難訓練に向かう意識を一
層高めさせる。

A

B

C

99

96

90

79

72

4

4

4

4

4

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A

成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C

成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


